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Ⅴ 19～20世紀 －普及化そして手工図絵の終焉－ 
 19世紀に入ると領邦絶対主義の終わりとともに市民階
級の時代が訪れ，図絵もまた一変し，これまでの君主の威
信を賭けた荘重性やオリジナリティを持つものは減り，住
居家屋，市や商業文化施設の所在を正確に示すといった今
日に通じる有用な平面地図の様相を呈するようになる。ま
た，図５にみられるようにバイロイトにおいても市内図が
印刷技術の向上による大量生産によって次第に普及した。 
 一方で，手工による都市図絵は20世紀に入ると写真技術，
航空撮影技術の進歩で次第に市場を失った。さらにデジタ
ル化の推進などで，現在は芸術作品といった希少価値にと
どまるようになった。 
 
図５．1900年当時の図絵（普及版） 
(史料提供：オーバーフランケン歴史協会) 
